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名古屋三河道路 
の早期実現に向けた 

愛 知 県 
名 古 屋 商 工 会 議 所 
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要  望  書 
 

本県は、 自動車産業を 始めと し た 世界に誇る 産業の集積地で あり 、 製造

品出荷額等は約４ ８ 兆円と ４ ３ 年連続日本一と な る な ど 、「 産業首都」 と

し て 日本経済を 牽引し て おり ま す。  

ま た 、 東京・ 名古屋間で 建設工事が進めら れて いる リ ニ ア 中央新幹線の

開業は、 本県と 首都圏の時間距離を 大幅に 短縮さ せ、 さ ら に 大阪ま で の 

全線開通によ り 、 三大都市圏が一体と な っ た「 リ ニ ア 大交流圏」 が誕生す

る こ と と な り ま す。 そ のセ ン タ ーに位置する 本県は、 自動車産業等の基幹

産業の持続的な 発展や次世代産業の振興、 交流圏拡大に 向け た 戦略的広

域連携、 観光の推進な ど 、 多様な 産業分野において 力を 発揮し 、 世界中か

ら 人・ モ ノ ・ カ ネ・ 情報が集ま る 中京大都市圏の中核と し て の役割を 担っ

て いく 必要があり ま す。  

高規格道路名古屋三河道路が貫く 知多及び西三河地域は、 本県の製造

品出荷額等の約７ 割を 稼ぎ 出す、「 モ ノ づく り あいち 」 を 牽引する 地域で

あり 、 現在も 新た な 企業の立地が進む活力ある 地域で あ り ま す。 一方で 、

地域内の生産拠点から 名古屋港、 中部国際空港へのア ク セ ス 道路と な る  

国道２ ３ 号名豊道路や国道１ 号な ど で は、 渋滞が頻繁に発生し 、 当地域の

強みで ある モ ノ づく り の生産性に大き な 影響を 及ぼし て おり ま す。  

本道路は、 物流拠点と 各地に 広がる 生産拠点を 結ぶ広域幹線道路ネ ッ

ト ワ ーク を 構成し 、生産性向上に資する と と も に、名古屋港を 始めと し た

効率的な 物流交通確保に 向け、 平常時・ 災害時を 問わな い円滑で 安定的な

物流確保を 担う な ど 、 本県の発展に大いに寄与する 道路で あり 、 早期実現

が必要で す。  

こ のた め本県と し て も 、国土交通省中部地方整備局において 実施し て い

た だ いて いる「 名古屋都市圏環状機能強化の検討」 の調査と 連携し 、 個別

路線と し て の検討を し っ かり と 進める と と も に、関係機関が一丸と な っ て

計画の具体化に向けて 取り 組んで ま いり ま す。  

つき ま し て は、 以上の事情を ご 賢察賜り 、 次の項目について ご 支援いた

だ き ま すよ う 、 特段のご 配慮を お願い致し ま す。  

 

 



 

 

記 

１．「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」に必要十分な予算

を、当初 予算 を 含め、通 常の予算 とは別途、計画 的 ・継 続的 に確保 し、  

事業の推進を図ること。 

２．名 古屋港 をはじめとした効率 的な物流交通 確保 に向け、名 古屋 都市圏  

環状機能強化の検討を進め、平常時・災害時を問わない安定的な輸送の

確保と生産性向上のため、新広域道路交通計画の高規格道路に位置付

けられた名古屋三 河道路を重要物 流道路へ指定した上で、早期実現を 

図ること。 

３．名 古屋 港から新 東名 高速 道路 に至 る名古屋 三河 道路の中で も、特に、  

知多地域と国道２３ 号名豊道路を結ぶ区間については、名豊道路（知立 

バイパス）や境川・衣浦湾周辺等における交通課題へ対応する区間となる 

ことから、優先的に取り組むこと。 
 

令和３ 年８ 月１ １ 日 

       愛 知 県 知 事  大 村 秀 章 

       名 古 屋 商 工 会 議 所 会 頭  山 本 亜 土 

       一般社団法人中部経済連合会会長  水 野 明 久 

 


